
①～⑤をすべて満たしていること

応募条件

障害福祉サービスに従事している方を対象に、海外での技術や取り組み等から学ぶことで、現場での支援力向上

や障害者福祉のあり方を追求しながら、活躍していく人材へ成長していくための研修です。

申 込 期 間

2026年9月1日(火)～

10月31日(土)

申込の手続き

オンライン申込

清水基金ホームページから当事業の「マイページ（専用サイト）」にて申込を行う

2026年9月1日 ～ 2026年10月31日

・海外の障害者福祉等から学ぶべき課題を持ち、意欲的に挑戦できる方

・障害福祉に関する基本的知識・経験を有する方

・日常的な英会話能力を有する方（現地での基本的な意思疎通が可能であること）

・専門分野に関する有資格者

① 所属法人種別 「社会福祉法人」 または 「NPO法人」に所属していること

② 所属事業所種別 障害福祉サービス等を行っている事業所に勤務していること

③ 年 齢 原則、25歳～60歳 （申込時点）

④ 経 験 年 数 実務経験満5年以上 （申込時点）

⑤ 推 薦 所属法人の代表者（理事長・会長・代理理事等）の推薦を得ていること

望ましい能力・資質

再研修生について 以前参加したコースや期間を問わず、再研修への応募可能

応 募 制 限 ・1法人につき1名のみ（複数申込不可）

・同時期実施の他団体による研修との重複申込不可

・3回目以降の応募は不可

申 込 受 付 期 間

申 込 方 法



2026年 9月 申込開始

11月 一次選考（英語・小論文試験）

二次選考（面接）

12月 内定

2027年 1月 決定

2月 事前研修①（原則、国内研修（※1）に参加）

7月 事前研修②

9月 研修開始（合同研修＋個別研修）

2028年 1月 帰国報告会

3月 海外研修報告書（※２）発行

スケジュール

（※２） 海外研修報告書

研修生OGの声

国内研修から海外研修へ挑戦し、アメリカ、スウェーデン、オーストラリアで、
障がい者が「働くこと」と「楽しむこと」の支援を学びました。

現地で得た学びは、人生を変える程の大きな経験でした。障がいがあっても、
あたりまえの生活や楽しみ方、働き方があることを知り、それまでの日々の
意識と視点が変わりました。

志の高い全国の研修生OBOG、世界の障がい福祉人材との出会いがありま
す。海外研修を通じて日本の障がい福祉をより良く変えていく挑戦を一緒
にしてみませんか。

39回生 吉川智子さん

定員・助成金・研修期間等

１名あたり 105万円～225万円

定 員

助成金

※研修期間等により助成金額を設定
※航空運賃は清水基金が別途負担
※合同研修費として、15万円を助成金から差し引いて支給
※助成金は所属法人を通じて支給

個 別 研 修

5名程度

1 0日 間 の 合 同 研 修

詳細はこちら

海外研修助成事業

https://www.shimizu-kikin.or.jp/about_business/oversea/

過去の報告書をチェック

2027年9月～11月

研修期間は、合同研修・個別研修合わせて、原則30～90日

研修国 アメリカ シカゴ

内 容 現地の障害福祉の実践や海外での生活、
コミュニケーションの取り方等を学び、個別
研修に向けた準備を行います。

研修国 研修テーマに応じた国 （原則、3ヶ国以内）

内 容 ご自身で設定した研修テーマに基づき、専
門機関や社会福祉関連施設等において研
修を実施します。

期間 ： 移動日・休日含め、約14日間 期間 ： 移動日・休日含め約16日～76日間

（※1） 清水基金により、年2回開催
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